
 

 

より良い環境づくりについての市民アンケート（平成２４年） 

 

１ 調査概要 

(1) 目的 

新たな環境基本計画を策定するにあたり、環境問題についての市民の関心や取組状況

等を把握する。 

(2) 調査時期 

平成 24 年（2012 年）5月～6月 

(3) 調査対象 

満 20 歳以上の市民 1,000 人 

【対象者抽出方法】 

・住民基本台帳及び外国人登録から無作為抽出 

・地区別（コミュニティブロック）の人口比率による抽出 

(4) 調査方法 

郵送によるアンケート調査 

(5) 回収結果 

回収数 443 件（44.3%）、有効回答数 441 件（44.1%）である。なお、次頁以降の母

数は有効回答数 441 件である。 

  

（参考資料２） 



 

２ 調査結果（抜粋） 
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ごみのポイ捨てやタバコの投げ捨てをしない

ピアノやカラオケなどの音に気を使う

節電や節水に努める

てんぷら油や食べ物かすなどを排水口から流さない

緑のカーテンなど、庭やベランダなどで身近に緑を増やす

古紙・空き缶などのリサイクルや分別収集に協力する

使い捨ての商品を買うことや過剰包装を避ける

買い物のとき、買い物袋を持参する

自動車などを運転するとき、無駄なアイドリングや急発進

をしない

移動には公共交通機関や自転車を利用し、できるだけ自家

用車を利用しない

再生紙や省エネ型の家電製品など、環境にやさしい商品を

買う

地産地消を心がけ、地元産の農作物などを買う

環境セミナーや自然体験活動に参加する

リサイクルや美化、自然環境保全などの地域活動やボラン

ティア活動に参加する

平成10年度

平成18年度

平成24年度

環境行動の実践状況 


